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令和３年

（2021)

熊野本宮大社（田辺市本宮町）

神武天皇を熊野国から大和国まで先導したという故事から熊野三山の導きの神として知られる八咫烏（やた
がらす）は、太陽の化身であるともいわれます。諸説ありますが、八咫烏の三本の足はそれぞれ天（天神地
祇）・地（自然）・人を表し、太陽の下に神様と自然と人が血を分けた兄弟であるということを示しているとされ
ています。

（写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟）
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                       知 事 メ ッ セ ージ 

 

あちら立てればこちら立たず 

 

 昔からよく言われることわざですが、私は、この世の中はこういうことばかりだと思

います。知事として県行政を預かっていますと、毎日毎日この事を痛感します。 

 特に世界も日本もこの和歌山も、この 2 年間新型コロナウイルスに翻弄されました。

感染症は人から人へうつりますから、新型コロナウイルスを抑えるためには、人が外出

を控えて人との接触を断つしかないと主張する人々が多いのですが、そうすると生活は

悲惨なことになり、経済はガタガタになってしまいます。感染防止を立てれば、生活と

経済は大変なことになるのです。コロナワクチンもそうですね。副反応のリスクがこわ

いと接種をやめていたら、感染するリスクと感染させるリスクが小さくなりません。和

歌山県がチャレンジしているＩＲ構想は、賭け事のようなよろしくないことに手を出す

なんぞ止めるべきだという意見の方もいますが、そうすると、うまくいった時に期待で

きそうな県民所得の１０％近い増加のチャンスもなくなるし、それでは減り続ける人口

の減少をどうやって止めるのだという問題も残ります。道路を良くしたり、河川を安全

にしたり、福祉をもっと潤沢にしたり、教育をもっと安価にしたりとやりたいことはた

くさんありますが、県の財政の制約を無視することができるわけがありません。あちら

を立てればこちらが立たずの中で私はいつも呻吟
しんぎん

しています。 

 しかし、人間には、工夫をする能力があります。何とか考えて、あちらもこちらも少

しは立つようにする可能性を持っています。 

 新型コロナウイルスも人流にばかり頼らずに、保健医療行政が活躍してコロナをほど

ほどに抑えつつ、県民の暮らしの打撃をできるだけ少なくしてきたのが和歌山県です。

ＩＲもその弊害を最小限にして、経済発展に結び付ける方策を工夫しながら遂行するこ

とはできるはずです。インフラ投資も福祉や教育も、財政投入のわりに効果を最大にす

るような工夫があるはずです。 

あちらを立てればこちらが立たなければ、工夫次第であちらもこちらもまずまず満足

という解があるはずだと毎日県庁を挙げて考えています。 

 

和歌山県知事 仁 坂 吉 伸 

 

 

 

 

 10/5 記者会見にて 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●「紀の国わかやま文化祭 2021」が開幕しました              

 

 １０月３０日、国内最大の文

化の祭典である「紀の国わかや

ま文化祭 2021（第 36 回国民文

化祭・わかやま 2021、第 21 回全

国障害者芸術・文化祭わかやま

大会）」が開幕しました。和歌山

の文化の素晴らしさを存分に味

わっていただくことができる催

しが県内各地で１１月２１日ま

で開催され、本県が芸術・文化一色に包まれる２３日間となります。 

和歌山ビッグホエールで行われた開会式では、オンラインにより天皇皇后両

陛下の御臨席を仰ぎ、開会式典を行いました。その後のフェスティバルでは、

歌舞伎俳優・尾上菊之助さんに和歌山ゆかりの祝賀舞を披露していただくとと

もに本県ゆかりの特別出演者と多くの県民の皆さんが、和歌山県の文化の輝き

の源をさがす物語を披露しました。 

＜式典＞ 

式典は、数々の国際コンクールで上位入

賞されるなど、世界を舞台に御活躍されて

いる斉藤言子さんの国歌独唱から始まり

ました。その後、主催者あいさつを経て、

天皇陛下より「今大会は、『山青し 海青

し 文化は輝く』というテーマの下、県内

全域で様々な芸術文化活動が行われ、障害

のある方もない方も、世代や地域を超えて

交流しながら、喜びや感動を分かち合えるような催しが実施されると聞いてい

ます。このような取組を通じて、地域に息づく文化の価値や魅力が再認識され

るとともに、多くの人々の交流の輪が新たな文化の創造へとつながっていくこ

とを期待しています」とのおことばを賜りました。 

＜フェスティバル第１部 祝賀舞「道成寺より〜鐘ヶ岬〜」＞ 

和歌山の由緒ある寺として知られる道成寺にまつわる「安珍と清姫」の物語

は、「道成寺もの」として歌舞伎の重要な演目となっています。今回は、その中

から女性の情念の世界をしっとりと描いた作品として知られる「鐘ヶ岬」を祝

賀舞として尾上菊之助さんに披露していただきました。 

「紀の国わかやま文化祭2021」開会式に 

斉藤言子さんによる国歌独唱 

御臨席になる天皇皇后両陛下 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜フェスティバル第２部 県民メッセージ「山青し 海青し 文化は輝く」＞ 

和歌山県の山の道・海の道をたどりながら、豊かな自然に育まれた文化を確

かめるとともに、先人たちの歩みを振り返り、県民一人一人が文化の輝きの担

い手となる道を探る旅を歌・ダンス・演奏などで表現しました。 

 

・第１章「八咫烏とコガラス ～旅立ち～」 

熊野三山の導きの神として知られる八咫烏（出演：天翔りいらさん）が物語

の案内役を務め、八咫烏の分身である４色のコガラスたちが熊野から旅立つシ

ーンをコガラスとして出演された方々と演奏家の皆さんが表現しました。 

※コガラスとして出演された方々 

アヤコミリフルールバレエスクール、WMO 新体操クラブ、Sundy‘s わかやま  

Cheerleaders、りら創造芸術高等学校の皆さん  

 

・第２章「山青し ～祈り～」 

高野山の文化及び和歌山の文化・伝統を支える礎となった紀の川の自然を高

野山真言宗総本山金剛峯寺と和歌山児童合唱団の皆さんが声明や合唱で表現し

ました。 

尾上菊之助さんによる祝賀舞 

澤和樹さんをはじめとする演奏家の皆さんによる演奏 八咫烏と４色コガラスの皆さんによるパフォーマンス 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

・第３章「海青し ～挑戦～」 

万葉の時代から歌に詠まれた和歌の浦や大波が逆巻く黒潮の海など、多くの

感動を生み出すとともに人々の日本各地や世界へと飛び立とうとする挑戦心を

育ててきた和歌山の海を三味線、箏、尺八などの演奏とコガラスの皆さんによ

るパフォーマンスで表現しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第４章「文化は輝く～人は輝く～」 

文化が輝くとはどのようなことなのか、そして県民一人一人が文化の輝きの

担い手となる道はどこにあるのか。和太鼓奏者・嶋本龍さんと県立きのかわ支

援学校高等部和太鼓部の皆さん、車椅子ダンサー・中瀬朱さんと和歌山バトン

の皆さん、そして、コガラスの皆さんが和歌山の輝きを表現しました。物語の

終盤には、尾上菊之助さん演じる火の鳥により、「文化が輝くとは人が輝くこ

と」というメッセージが発信されました。 

 

 

 

 

 

 

 

高野山真言宗総本山金剛峯寺の皆さんによる声明 和歌山児童合唱団の皆さんによる合唱 

演奏家の皆さんによる演奏 コガラスの皆さんによるパフォーマンス 

嶋本龍さんと県立きのかわ支援学校 

高等部和太鼓部の皆さんによる演奏 

車椅子ダンサー・中瀬朱さんと和歌山
 バトンの皆さんによるパフォーマンス 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

・エンディング「みんなのうた ～未来～」 

エンディングでは、坂本冬美さんから文化の力で困難を乗り越えていくメ

ッセージを発信していただいた後、「心の糸」を歌唱していただきました。最

後に、和歌山児童合唱団の皆さんが、「Ray of Water」を合唱する中、出演者

がステージに勢揃いし、フィナーレを迎えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の和歌山県が誕生して１５０年という記念すべき年に国民文化祭、全国

障害者芸術・文化祭を和歌山県で初めて開催できることは、誠に喜ばしいこと

です。新型コロナウイルス感染症対策を徹底した上で、開催していますので、

是非この機会に多くの方々に様々な催しに参加いただき、和歌山県の歴史文化

や芸術文化の魅力に触れていただきたいと思います。そして、参加された皆さ

んが感動と喜びを分かち合い、互いの理解を深めるとともに、本県の文化を未

来へと継承していく担い手になってくださることを願っております。 

 

 

 

 

 

 

 

坂本冬美さんによる歌唱 フィナーレの様子 

「紀の国わかやま文化祭 2021」の催しのうち、一部インターネット配信等
を実施します。詳細は下記ホームページまで。 

また、11/23（火・祝）の 10：05 より、ＮＨＫにて、7/3（土）～10/17（日）
まで開催されていた「国文祭・芸文祭みやざき 2020」と「紀の国わかやま文
化祭 2021」のダイジェスト番組が放送予定となっていますので、是非御覧く
ださい。 
 
「紀の国わかやま文化祭 2021」ホームページ 
https://kinokuni-bunkasai2021.jp/feature/e7138/ 
 

コガラスの皆さんによるパフォーマンス
 

火の鳥・尾上菊之助さんによるパフォーマンス
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今月の和歌山県政トピックス                     

                                             

●「ミシュランガイド京都・大阪+和歌山 2022」が発行されました            

 

このたび、和歌山県の飲食店・レスト

ランが初めて掲載される「ミシュラン

ガイド京都・大阪+和歌山 2022」が発行

されました。   

和歌山県の飲食店・レストランから

は、８５店が選ばれており、和歌山県の

飲食店・レストランが提供する料理の

魅力がわかるものとなっています。 

「ミシュランガイド京都・大阪＋和

歌山 2022」は、全国の主要書店で発売

されていますので、是非御覧いただき

たいと思います。そして、掲載された飲

食店に匹敵するような名店もまだまだ

数多くありますので、今回のミシュラ

ンガイドへの掲載を契機として国内外

から多くの方々が和歌山県を訪れるこ

とを期待しています。 

 

＜掲載店＞ 

２つ星 遠回りしてでも訪れる価値のある素晴らしい料理 

＜イノベーティブ＞ 

ヴィラ アイーダ（岩出市川尻 71-5） 

野菜が主役の独創的な料理を提供していることが評価されました。 

また、無農薬で野菜、果物及び米を作り、加えて、コンポストによる端材の

堆肥化、魚介や家禽について、地元生産者から仕入れを行うなど、地域の持続

可能性を考えた取組を行っていることからミシュラングリーンスターの飲食

店・レストランとしても選ばれています。 

＜寿司＞ 

鮨 義心（和歌山市畑屋敷東ノ丁 6） 

江戸前の仕事を第一としつつも独自性を大切にしていることが評価されま

した。笹寿司や押し寿司も提供しており、握り全般に創意工夫を凝らしてい

ます。 

 

 

 

和歌山県の飲食店からは、８５店が選ば 

れました 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

１つ星 近くに訪れたら行く価値のある優れた料理 

＜寿司＞ 

鮨 よし田（西牟婁郡上富田町生馬 748-3）  

鮨 宮田（和歌山市広道 20） 

＜日本料理＞ 

御料理 竹寳（西牟婁郡白浜町 3720-12） 

割烹 恵比寿（和歌山市黒田 261-2） 

季節料理 八百亀（和歌山市東仲間町 2-50） 

＜フランス料理＞ 

オテル・ド・ヨシノ（和歌山市手平 2-1-2 和歌山ビッグ愛 12F） 

 

ミシュラングリーンスター 

（持続可能な美食を実践する飲食店・レストランの取組を評価） 

＜イノベーティブ＞ 

ヴィラ アイーダ（岩出市川尻 71-5） 

取組の詳細は前ページのとおり。 

＜フランス料理＞ 

キャラバンサライ（田辺市上芳養 595） 

生ごみを堆肥化し、自店の菜園や契約農家の畑に使用しており、フードマイ

レージがかからない野菜を使っています。 

キュッヒェ（和歌山市毛見 1535-5） 

和歌山の食材を扱い、その魅力を伝えることで地域活性化に貢献していま

す。その一環として、有田中央高校の生徒が育てた野菜も使っています。 

＜蕎麦＞ 

山伏そば 拝庵（田辺市本宮町伏拝 170） 

無農薬で育てた蕎麦の実や野菜、茸を料理に使い、端材は堆肥にする循環型

農法に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【タイトル】 ミシュランガイド京都・大阪+和歌山 2022 
【定価】 3,498 円（本体 3,180 円+税 10％） 
【ISBN コード】 978-4-904337-40-0 C2026 
 
上記に掲載した飲食店・レストランのほか、価格以上の満足感が 
得られる料理として「ビブグルマン」に評価された１５店やミシ 
ュランガイドがセレクションした６２店も掲載されています。 

（Ｃ）MICHELIN 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●令和３年度和歌山県名匠表彰の受賞者が決定しました                          

 

県では、昭和４９年より、県内の

伝統ある貴重な工芸品や生活用品

の製作等の技術を保持し、地域社

会における技術文化の向上と発展

に功績のある方々に和歌山県名匠

表彰をお贈りしております。この

たび、令和３年度の受賞者を紀州

備長炭製炭士である原幸男さんに

決定しました。 

原さんは、旧南部川村（現：みなべ町清川）出身。中学校卒業と同時に父の

炭焼きを２代目として継いで以来、６７年間、木炭の最高傑作と評される「紀

州備長炭」の製作に励んでいらっしゃいます。 

「紀州備長炭」という名称は、江戸時代に田辺藩で炭問屋を営んでいた備中

屋長左衛門が「備長炭」と名付けて江戸に卸した事に由来するといわれ、その

優れた製炭技術は県の無形民俗文化財に指定されています。 

原さんは、原木林の木を全て切る「皆伐」ではなく、太い幹から選択して切

る「択伐」という技術で原材料となる木を切り出しています。「択伐」は、和歌

山県の製炭者独自の技術で原木林の林況を見極め、樹種や樹齢等に応じ、伐採

率や残存木の太さ等を判断して作業する必要があることから高度な知見、技術

及び経験が必要とされます。 

さらに、「炭づくりは山づくり」という強い思いのもと、若い製炭者をはじ

めとする製炭業に従事する方々に山づくりの重要性を伝え、「択伐」の復活と

その技術の継承に精力的に取り組まれており、本県の技術文化の向上と発展に

大きく貢献されています。 

県では、今後も卓越した技術の有する方々の功績を顕彰することにより、本

県の文化振興を図ってまいります。 

 

●第２０回わかやま環境賞の受賞者が決定しました           

 

県では、県民の皆さんの環境保全に関する意識の高揚と行動の促進を図るた

め、「わかやま環境賞」を設け、県内において優れた環境保全活動を行う個人、

又は団体を表彰しています。 

 

   原さんには表彰状、楯及び副賞をお贈りいたしました 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

２０回の節目を迎える今回は、

１個人と４団体の方々に各賞をお

贈りしました。個人として初の環

境大賞を受賞された中岡浩さん

は、二川ダムの維持放流水を活用

した小水力発電所の設置などを計

画した「有田川エコプロジェクト」

を提案し、多くの方々の支援を受

けながら小水力発電所を約７年か

けて完成させました。小水力発電

所は、年間約 5,000 万円の売電収入を生み出し、住民向けの太陽光発電設備の

導入補助金や環境教育等に活用されています。その他の取組も積極的かつ献身

的に環境保全に取り組まれたものばかりであり、今後、同様の取組が活発にな

ることを期待しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賞 受賞者 功績の概要

わかやま環境大賞 中岡 浩

二川ダムの小水力発電所の設置に

取り組み、環境負荷の低減と発電

所の運営で得られる収益を町に還

元する仕組みを築いた。

ダイビング紀南

天神崎の自然を守るため、３０年

にわたり、海底清掃や海底調査活

動等を続けている。

那賀ライオンズ

クラブ

５７年にわたり、紀の川河川敷等

の地域の清掃活動を続け、まちの

美化に取り組んでいる。

田辺市立上山路

小学校

地域の伝統文化である紙漉きを通

じ、２９年にわたり環境学習を

行っている。

特別賞
株式会社坂口製

作所

工場内の備品を余剰材等で作成す

る等、廃棄物の削減に積極的に取

り組んでいる。

わかやま環境賞

           受賞者の皆さんと知事 

    第２０回わかやま環境賞受賞者一覧（敬称略） 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

●富士通株式会社とワーケーション・移住に関する協定を締結しました    

野 

 このたび、県と富士通株式会社は、

固定的な場所や時間にとらわれない新

しい働き方を推進することにより、地

域課題の解決や地域の産業活性化を達

成し、持続可能な地域社会を構築する

ことを目的として連携協定を締結しま

した。連携・協力の対象分野は次の３

つです。 

 

① ワーケーションの推進による関係人口の創出 

県では、平成２９年度から全国に先駆けてワーケーションの取組を開始して

おり、平成２９年度から令和２年度の４年間で１１８社、１,０６９名の方が

和歌山県でワーケーションを体験しています。 

一方、富士通株式会社では、コロナ後の社会に適合するため、完全フレック

ス勤務やフリーアドレス採用によるオフィスの規模縮小など、人事制度・オフ

ィス環境の刷新を行っているところです。今後は、県のワーケーションのプロ

グラムやノウハウを基に富士通株式会社の従業員の皆さんがニーズに合わせて

ワーケーションのスタイルを選択できるよう連携していきます。ワーケーショ

ンを推進することにより本県の更なる関係人口の創出を目指します。 

② 多様な知見・スキルを活用した地域課題の解決 

連携協定締結により、和歌山県内における副業を富士通株式会社内で公開し

ていただくことが可能となります。豊富な知識と経験をもつ富士通株式会社の

従業員の皆さんが副業として、課題を抱える県内企業の支援を行うことで、産

業の活性化や県が抱える地域課題の解決が期待できます。 

③ 遠隔勤務を活用した転職なき移住による地方創生 

富士通株式会社の従業員の方が、地方活性化に資する活動を目的に和歌山県

への移住を希望し、かつ、富士通株式会社が認めた場合は、和歌山県での遠隔

勤務（転職なき移住）をしていただくことが可能となります。 

富士通株式会社の従業員の移住にあたっては、県移住アドバイザーや各市町

村のワンストップパーソン（窓口で移住相談に対応する担当職員）が、お一人

お一人に合った相談や支援をさせていただきます。 

 

ワーケーション・転職なき移住による関係人口の創出や ICT スキルの高い富

士通株式会社の従業員の皆さんによる地域課題の解決は、本県にとって非常に

有益なことであり、今後、連携を深めながら、着実に取組を進めてまいります。 

 

          平松執行役員常務と知事 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

●高校生のための和歌山未来塾（兼わかやま国際アカデミー）を開催しま 

あした                                

 

県では、ふるさとの豊かな自然・文化を誇る

態度と科学技術等に対する探究心を育て、国際

社会の中で豊かに生きる力を高めてもらうた

めに、様々な分野のオピニオンリーダーを招

き、「高校生のための和歌山未来塾」として講

演会を行っています。今回は、青少年の海外へ

の関心を喚起することを目的とした「わかやま

国際アカデミー」との共催で開催されました。 

１０月１７日に行われた講演には、長らく海

外で国際金融等の業務に従事され、安倍内閣の

内閣官房参与や在スイス特命全権大使を務め

られた本田悦朗さんを講師として招き、「『自

らを高める生き方』～世界の事件の中で日本

国民はどう行動したか～」をテーマに、講演

を行っていただきました。 

 本田先生からは、エルトゥールル号の乗組員を決死の覚悟で助けた串本町民

の献身が、後にイラン・イラク戦争においてトルコ人による日本人救出につな

がったお話や、世界銀行職員時代に知ったウズベキスタンに伝わる日本人の誠

実さに関するエピソードなどを交え、真のグローバル人材に求められることや、

日本人のもつ「誠のこころ」の大切さなどについて話していただきました。 

 今後も、マドリード国際映画祭で最優秀外国語短編映画賞を受賞された映画

監督の空下慎さんをはじめ、各分野の第一線で活躍する方々の講演を予定して

おり、県では引き続き青少年の未来の可能性を広げる取組を行ってまいります。 

 

●南紀熊野ジオパーク探偵団を発足しました                             

 

このたび、南紀熊野ジオパーク推進協議

会では、地元が抱える様々な課題解決に向

けて自立的に考え、行動する青少年を育成

するため、南紀熊野ジオパーク探偵団を発

足しました。ジオパークに関する興味・関

心の醸成から実践活動へ、そして、子供た

ちの自立的・継続的研究へとつなげること

で、南紀熊野の将来を担う人材育成を目指

します。 

発足式では、団員に団員証と探

偵団手帳を渡しました。 

国際社会で活躍するために必要な資質等 

についてお話しいただきました。 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

１０月１６日、ジオサイトの一つである白

浜町志原海岸において、３２名の和歌山県内

の中高生の皆さんが団員として出席し、発足

式が行われました。式典終了後、島村道代博

士（京都大学学際融合教育研究推進センター

特定講師）の指導の下、団員の皆さんは、本

年度のジオパーク探偵団初の現地活動とし

て、志原海岸と新宮市三輪崎海岸に漂着し

た人間由来のごみの調査に挑戦しました。 

今後は、和歌山大学などの研究機関の研

究者からの助言を受け、国内の他の場所とごみの種類や個数の比較分析を進め

ることで、和歌山のプラスティックを中心とした人間由来のごみの特徴やその

出所について、考察を進めていくこととしています。 

南紀熊野ジオパーク推進協議会では、来年度以降も様々な視点からジオパー

クの自然環境に関する探究活動を展開することとしており、探究活動を通して

自立的な思考力を備えた人材の育成に引き続き取り組んでまいります。 

 

●多様性を認め合い誰もが活躍できる社会の実現に向けた取組を行って           

 います                                

 

近年、同性のカップルを結婚に相当する関係と認めるパートナーシップ制度

の導入や導入を検討する自治体が増えてきており、多様性を認め合い誰もが活

躍できる社会の実現に向けた取組が全国で進んでいます。 

そのような中、県では、県の行政サービス・制度のうち、夫婦等が対象のも

のにおいて、事実上婚姻と同様の事情があるにもかかわらず、不利益や不都合

が生じていると考えられるサービス・制度について見直しを行いました。法令

や国の制度等で認められていないものを除き、県の裁量で判断できる行政サー

ビス・制度については、原則として法律婚、事実婚、同性カップルを同様に取

り扱います。 

また、申請書等の性別欄について、性的マイノリティの方の中には、性別を

明らかにすることや男女の２通りの選択肢しかないことについて、精神的な苦

痛を感じられている方がいらっしゃると考えられることから、法律等により記

載が必要なものを除き、不要なものは削除し、やむを得ず性別欄が必要な場合

においても男女の２択にせず自由記述とするなど、記載方法を工夫することと

しました。 

県では、性的マイノリティの方が実態として不利益になっているような行政

サービス・制度の有無について、適宜検討し、その不利益を解消していくこと

で、誰もが活躍できる社会の実現を目指してまいります。 

「海洋環境を考える」をテーマに現地 

調査を行いました 
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                      今月の和歌山県政トピックス 

 

 

 

 

●学生関係人口マッチングアプリ「わかやま CREW」を開設しました             

 
このたび、地方の仕事や暮らしに関心のある学生と若者の力を活かして地域

の活性化を図りたい団体・個人とのマッチングを行い、新たな関係人口の創出

につなげることを目的として、学生関係人口マッチングアプリ「わかやま  
CREW」を開設しました。  

利用対象は、４年制大学、大学院、短期大学、高等専門学校などの高等教育

機関に所属している１８歳以上の学生。地域とつながる方法が分からない方や

コロナ禍により大学内外での活動が減少し、自己研鑽の場が少ない状況にある

方に対し、和歌山県での地域体験プログラムを提供します。学生の方々は、地

域体験を通して地域で暮らすコツや働き方のノウハウを学ぶことができるため、

将来、和歌山県への移住等が期待できるとともに、地域の方々にとっては、担

い手不足の解消や地域の魅力の再発見につながります。 

体験料については、原則無料となっていますので、是非御活用ください。 

サービス・制度 内　容

ＤＶ被害者相談 パートナーからの暴力に関する相談

※県職員の休暇、各種手当、その他福利厚生についても同様に取り扱います。

婚姻と同様の事情（事実婚の要件）
①夫婦の共同生活と認められる事実関係を成立させようとする合意があること
②夫婦の共同生活と認められる事実関係が存在すること
③婚姻障害がないこと（重婚・近親婚・適齢等）

犯罪被害者法律相談 被害者等支援に精通している弁護士による法律相談

心身障害者扶養共済制度 心身障害者を扶養している保護者が任意で加入する共済制度

県営住宅への入居 住宅に困窮する低所得世帯に低廉な家賃で賃貸する制度

夫婦等が対象のサービス・制度のうち、法律婚、事実婚、同性カップルを同様

に取り扱うもの 

＜QR コードはこちら＞ 

 

地域体験プログラムの募集状況については、下記ホームページを御確認ください。 
 
 
 
URL：https://www.shigoto-ryokou.com/wakayama-crew/   

＜QR コードはこちら＞ 
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今月の和歌山県政トピックス                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お 知 ら せ                           

 

●和歌山県誕生１５０年記念パネル展を開催します            

 

和歌山県誕生１５０年を記念し、これまでの

県の歩みを振り返るとともに未来を考える機

会となるパネル展を開催します。和歌山県の

成り立ちやこれまでのあゆみ、県内各地の今

昔写真、未来に向けた県の取組等をパネルで

紹介するとともにこの１５０年を振り返る記

念映像の放映や懐かしの県広報誌「県民の友」

も展示しますので、是非、御覧下さい。 

 

                          お 知 ら せせ 

日時：令和３年１１月１９日（金）～２２日（月）９時～１７時（最終日は１６時） 
会場：和歌山県民文化会館 １階 特設展示室 
入場料：無料 

（明治９年建設・和歌山市立博物館所蔵）  
和歌山市西汀丁にあった初代和歌山県庁舎  

【秋津野ガルテン（田辺市）】  
プログラム名：農村ワーキングホリデー（農作業のお手伝い）  
体験内容：田辺市上秋津地域の各農家で、柑橘類や梅に関する農作業のお手伝い  
     ※季節に応じて作業内容変更  
体験日数：１泊２日～  
実施期間：通年  
備  考：食事支給や宿泊支援あり（要相談）  
 
【紀州へら竿伝統工芸士（橋本市）】  
プログラム名：地域伝統工芸の PR 動画作成  
体験内容：ヘラブナ釣りや紀州へら竿を PR する動画の作成  
体験日数：１日（月２回程度実施）  
実施期間：通年（マッチング成立から３か月程度）  
備考：デザインや企画が得意な学生大歓迎  
 

秋津野ガルテンでの農作業体験(田辺市) 地域伝統工芸の紀州へら竿（橋本市） 

主な体験事例 
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                          お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、「ふるさと和

歌山を大切にしたい」、「和歌山を応援した

い」という思いを具体化するための制度で

す。これまで多くの御寄附と力強い応援メッ

セージを数多くいただいております。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世界

遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全や活

用」や「がん対策の充実」などの分野で活用

させていただいております。 

御寄附につきましては、申出からクレジッ

ト決済等までを同時に行うことが可能なふる

さと納税総合サイトを御利用ください。 

また、和歌山県外にお住まいで１万円以上の御寄附をいただいた方には、和

歌山県優良県産品（プレミア和歌山）として県が認定した商品のうち、事業者

の協力を得て選定した返礼品の中から１品をお選びいただけます。和歌山県が

誇る優良県産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

ふるさと和歌山応援寄附についての詳細は、和歌山県のホームページ上の

「ふるさと和歌山応援サイト」に掲載しています。 

なお、１万円以上の寄附をしていただいた場合の返礼品については、１８ペ

ージから２４ページに掲載していますので、是非御活用ください。 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申

し上げます。 

 

各ポータルサイトのＱＲコードはこちら 

ふるさとチョイス          ふるなび     ＡＮＡのふるさと納税   

 

 

 

 
 

ふるラボ      ＪＡＬふるさと納税  
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お 知 ら せ                           

 
 
－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・ 

＊＊＊＊  ふるさと和歌山応援寄附（ふるさと納税）に関しましては  ＊＊＊  
★お問合せ・申込窓口★          ★お問合せ窓口★  
〒640-8585                 〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地       東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課          都道府県会館12階 
担当 森本、小弓場             和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)          担当 前 
FAX  073-423-1192             電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp FAX  03-5212-9059 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと和歌山応援寄附への  

 御協力よろしくお願いします。  
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                          お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附を活用して行う県の取組           
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お 知 ら せ                              

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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                        お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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お 知 ら せ                           

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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                        お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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お 知 ら せ                           

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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                        お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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お 知 ら せ                           

 

●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)・御礼の品の紹介          
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                        お 知 ら せせ 

 

●ふるさと和歌山応援寄附 返礼品に定期便ができました        

 

令和３年９月より、ふるさと和歌山応援寄附の返礼品に定期便を創設しまし

た。和歌山県外にお住まいの方で、令和３年９月～１２月の間に御寄附をいた

だき、返礼品として以下の１４種類のいずれかの定期便を選択された場合、令

和４年１月～３月の３ケ月間、毎月、返礼品をお届けします。 
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お 知 ら せ                           
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                           ふるさと歳時記 

 

●和歌山県は１１月２２日に誕生１５０年を迎えます             

 

和歌山県の誕生日は１１月２２日です 

今から１５０年前の明治４年（１８７１年）１１月２２日、和歌山・田辺・

新宮の紀州３県の統合により現在の和歌山県が誕生しました。 

県では、県民の皆さんが郷土について理解と関心を深め、ふるさとを愛する

心を育み、自信と誇りをもってより豊かな郷土を築きあげることを期する日と

して、この１１月２２日を条例で「ふるさと誕生日」として定めています。 

 

和歌山県民歌の誕生について 

戦後間もない昭和２３年（１９４８年）、篤志家から「後世に残るものを何か

考えてほしい」と依頼を受けた和歌山フィルハーモニック・ソサイエティ委員

長の竹中重雄氏が県民歌の作詞・作曲の一般公募を行い、同年８月に県民歌が

誕生しました。 

 作詞者は、小学校教諭の西川好次郎氏で県内の市町歌や校歌

を多く作られています。 

 作曲者は、「赤とんぼ」、「この道」、「からたちの

花」で有名な山田耕筰氏です。作曲公募の中に優秀

作品がなかったため、選者である山田耕筰氏自ら

が作曲を行いました。 

１ ほのぼのと かおる浜木綿
は ま ゆ う

  陽
ひ

に映
は

ゆる  緑
みどり

の起伏
き ふ く

 

  和歌山
わ か や ま

は 常春
とこはる

の国
くに

 人
ひと

の和
わ

と 文化
ぶ ん か

を添
そ

えて  

いや更
さら

に 伸
の

びよ栄
さか

えよ ふるさとは つねに微笑
ほ ほ え

む  

２ 南国
なんごく

の 息吹
い ぶ き

ゆたかに 野
の

は稔
みの

り 街
ちまた

はおどる  

和歌山
わ か や ま

は 幸
さち

を生
う

む国
くに

 汗
あせ

に明
あ

け 火花
ひ ば な

に暮
く

れて  

いや更
さら

に 伸
の

びよ栄
さか

えよ ふるさとは つねに微笑
ほ ほ え

む  

３   くろがねの 軌道
み ち

ゆくところ 黒潮
くろしお

の しぶきはめぐる  

和歌山
わ か や ま

は 明日
あ す

を呼
よ

ぶ国
くに

 とこしえの 若
わか

さに乗
の

りて  

いや更
さら

に 伸
の

びよ栄
さか

えよ ふるさとは つねに微笑
ほ ほ え

む  

ぜひ県民歌をお聴きください。  
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ふるさと歳時記                            

 

イベント情報(１１月下旬～１２月上旬) 
 
※掲載の情報は、令和３年１０月末時点のものです。 

最新の情報は、各主催者へお問い合わせください。 
 

期間  行事名  場所  問い合わせ先  

  10 月 30 日 

～11 月 21 日 

紀の国わかやま文化

祭 2021 

(閉会式) 

和歌山県民文化

会館 

第 36 回国民文化祭、第

21 回全国障害者芸術・

文化祭和歌山県実行委

員会事務局  

073-441-2574 

11 月 21 日 
第１３回新宮市伝統

芸能大会  

新宮市文化複合

施設「丹鶴ホー

ル」 

第 36 回国民文化祭、第

21 回全国障害者芸術・

文化祭新宮市実行委員

会事務局  

0735-29-7223  

11 月 27 日 
紀州根来寺かくばん

まつり 

旧和歌山県議会

議事堂(一乗閣）

周辺 

岩出市観光協会  

0736-62-7101  

12 月 1 日 

～1 月 31 日

（予定） 

～冬の白良浜を楽し

もう～シーサイド

イルミネーション 

白良浜 
白浜町商工会青年部 

0739-42-4686 

12 月 4 日 

～4 月 10 日 

※12 月 28 日

～1 月 4 日は

休館 

冬期平常展「密教の

美術」 
高野山霊宝館 

高野山霊宝館 

0736-56-2029 

上記以外にも「紀の国わかやま文化祭 2021」では、様々な催しが開催されて

います（一部の催しは、１１月２１日以降も開催）。詳細は、「紀の国わかやま

文化祭 2021」の公式ホームページまで。 

URL：https://kinokuni-bunkasai2021.jp/ 

 

自然・風物情報(１２月上旬～１２月中旬)     
 

時期  自然・風物名  場所  問い合わせ先  

12 月上旬 
熊野本宮大社で大し

め縄張り替え  
熊野本宮大社  

熊野本宮大社 

0735-42-0009 

12 月上旬 センリョウの収穫  印南町･真妻地区  
印南町企画産業課 

0738-42-1737 

12 月中旬 冬の風物詩「海霧」  串本町･田原の海岸  
（一社）南紀串本観光協会 

0735-62-3171  



 
 

～編集後記～ 

 

近畿地方では木枯らし１号が吹き、暦の上でも冬を迎えましたが、皆さんはいか

がお過ごしでしょうか。 

今月も「和歌山だより」をご覧いただきありがとうございます。 

さて、１０月３０日に は紀の国わかやま文化 祭 2021 の開会式が開催され、第

36 回国民文化祭わかやま 2021、第 21 回全国障害者芸術・文化祭わかやま大会

の幕が開けました。県内では、11 月２１日まで新型コロナウイルス感染症の感染

防 止 対 策 を 徹 底 し た 上 で 和 歌 山 県 の 文 化 の 魅 力 が あ ふ れ る プ ロ グ ラ ム が 展 開 さ れ

ています。 

今月の紀州館インフォメーションでは、和歌山県産みかんのご案内をさせていた

だきました。「和歌山県はみかんの生産量が全国で１位」ということで、我が家で

も子供の頃から、常にみかんが家にあり、みかんの季節には、手のひらが黄色くな

るくらい毎日たくさんいただいていました。「みかんと言えば和歌山やで」と学生

時代に下宿先で他府県出身の友人に自慢したことを懐かしく思い出します。下宿先

にみかんを送り続けてくれた両親の姿を思い浮かべ、そのぬくもりを感じながら今

さらですが感謝したいと思います。そして、和歌山県が長らくみかんの生産量日本

一であり続けることは誇らしくもあります。生産者の方々を始め、関係者の方々に

は頭が下がります。温州みかんの旬はこれからです。みかんをいただくのが１日の

終わりの楽しみです。 

日暮れもどんどん早くなり寒さが増してきています。風邪などもひきやすい時期

で す 。 夜 は 温 か く し て お や す み に な る な ど く れ ぐ れ も お 身 体 に お 気 を つ け く だ さ

い。 

 

 

 

                 知事室 秘書課長  西 山 雅 美 

 

 
 

 
和歌山だよりに対する御意見・御感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌 
山に関する情報を御提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。  
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。）  

  ■FAX 073-422-4032 

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

和歌山県のホームページ  https://www.pref.wakayama.lg.jp/                  
ふ る さ と 和 歌 山 応 援 ｻｲﾄ htts://www.pref.wakayama.lg. jp/prefg/010500/furusato/        

                   2021 年（令和 3 年）11 月 NO.１６３  
 *個 人 情 報 に つ き ま し て は 、「 和 歌 山 だ よ り 」       和歌山県 秘書課  

  の 発 行 以 外 の 目 的 に は 、使 用 い た し ま せ ん 。       〒 6 4 0 - 8 5 8 5  和歌山県和歌山市小松原通１－１  
                     TEL 073-441-2026                       

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版な

らではの美しい画面を楽しんでいただけますのでぜひ御覧ください。 


